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Ohshima-Kusuo Report 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
は
参
議
院
議
員
選
挙
を
は

じ
め
民
進
党
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
心
か
ら
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。 「

皆
様
の
生
活
の
声
を
国
政
に
届
け

る
」
と
い
う
初
心
を
忘
れ
ず
、
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で

す
。 ２

０
１
７
年
も
皆
様
か
ら
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
ご
教
示
を
頂
け
れ
ば
こ
れ
以
上

の
幸
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

第

回
臨
時
国
会
報
告 

9
月
26
日
に
召
集
さ
れ
ま
し
た
第
192
回
臨
時

国
会
は
、
２
度
に
わ
た
る
会
期
延
長
が
行
わ
れ
、

先
月
17
日
、
83
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
の
承

認
・
関
連
法
案
、
年
金
制
度
改
革
法
案
、
カ
ジ
ノ

解
禁
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
整
備
す

る
法
案
等
が
成
立
し
ま
し
た
。 

民
進
党
は
、
村
田
蓮
舫
参
議
院
議
員
を
新
代
表

に
選
び
、
こ
れ
ら
の
与
野
党
対
決
の
法
案
に
対
し

て
は
毅
然
と
し
た
対
応
を
行
い
ま
し
た
が
、
圧
倒

的
な
議
席
数
を
誇
る
与
党
等
の
「
数
の
力
」
に
対

抗
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私
が
所
属
す
る
文
教
科
学
委
員
会
で
は
、
教
育

公
務
員
特
例
法
の
改
正
案
（
教
育
委
員
会
等
の
任

命
権
者
が
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
た
指
針
を
参

酌
し
つ
つ
公
立
学
校
の
校
長
と
教
員
の
資
質
向

上
の
た
め
の
指
標
と
そ
れ
を
踏
ま
え
た
教
員
研

修
計
画
を
定
め
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
る
）
、

教
育
機
会
確
保
法
（
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
学
ぶ
不

登
校
の
児
童
や
生
徒
等
を
支
援
す
る
た
め
、
基
本

方
針
の
策
定
・
国
や
地
方
公
共
団
体
が
不
登
校
の

児
童
生
徒
や
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
情
報
の
提

供
や
相
談
体
制
の
整
備
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ

と
、
教
職
員
や
心
理
、
福
祉
の
専
門
的
知
識
を
有

す
る
者
等
の
関
係
者
間
の
情
報
共
有
の
促
進
・
地

方
公
共
団
体
が
義
務
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
等
に
夜
間
中
学
に
通
う
機
会
を
提
供
す
る

措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
る
）
が
そ

れ
ぞ
れ
成
立
し
ま
し
た
。 

激
し
い
論
戦
が
控
え
る
第

回
通
常
国
会

変
動
を
予
感
す
る
２
０
１
７
年 

安
倍
政
権
は
発
足
４
年
を
経
過
し
ま
し
た
が
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
恩
恵
は
一
部
の
大
企
業
の
み
で
、
多
く
の
中

小
・
零
細
、
地
場
産
業
に
は
波
及
し
て
お
ら
ず
、「
給
付
削

減
・
負
担
増
」
の
財
政
・
経
済
政
策
は
改
ま
る
こ
と
は
な

く
も
は
や
限
界
に
来
て
い
ま
す
。 

今
月
20
日
召
集
見
通
し
の
通
常
国
会
で
は
、
こ
う
し
た

安
倍
政
権
の
財
政
経
済
政
策
の
基
本
姿
勢
を
は
じ
め
、
労

働
時
間
で
は
な
く
て
「
成
果
で
賃
金
を
決
め
る
仕
組
み
」

を
作
る
労
働
基
準
法
の
改
正
案
、
天
皇
陛
下
の
退
位
等
を

検
討
す
る
皇
室
典
範
の
改
正
、
憲
法
審
査
会
等
、
与
野
党

の
激
し
い
論
戦
が
控
え
て
い
ま
す
。 

一
方
、
世
界
に
眼
を
向
け
れ
ば
、
今
月
20
日
に
ト
ラ
ン

プ
氏
が
米
国
大
統
領
に
就
任
す
る
の
を
は
じ
め
、
フ
ラ
ン

ス
で
は
大
統
領
と
下
院
議
会
選
挙
、
ド
イ
ツ
で
も
下
院
議

会
選
挙
が
行
わ
れ
る
他
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
の
手
続
き
が

本
格
化
し
ま
す
。 

      

１ 

日
大
先
輩
か
ら
花
押
贈
呈 

新春のごあいさつ 

ま
た
、
87
年
ブ
ラ

ッ
ク
マ
ン
デ
ー
、
97

年
ア
ジ
ア
通
貨
危

機
、
07
年
サ
ブ
プ
ラ

イ
ム
問
題
と
10
年
ご

と
に
深
刻
な
経
済
・

金
融
危
機
が
繰
り
返

し
発
生
し
て
い
る
こ

と
も
気
に
掛
か
り
、

17
年
は
内
外
と
も
大

き
く
「
変
動
」
を
予

感
す
る
年
に
な
り
そ

う
で
す
。 
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「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
も
税
収
上
が
ら
ず
！ 

＝
増
え
続
け
る
「
国
の
借
金
」 

私
学
の
児
童
生
徒
へ
の
経
済
的
支
援
を

創
設
（
１２
億
円
） 

文
科
委
員
会
に
お
い
て
文
科
大
臣
及
び
財
務
大
臣
政

務
官
に
対
し
要
請
す
る
等
、
以
前
か
ら
大
島
九
州
男
が
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
回
５
年
間
の
実
証
事
業
と
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
、
年
収
４
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
に
属
す
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
、
年
額
10
万
円
の
授
業
料
負
担
の
軽

減
を
行
い
つ
つ
、
義
務
教
育
に
お
い
て
私
立
学
校
を
選
択

し
て
い
る
理
由
や
家
庭
の
経
済
状
況
な
ど
に
つ
い
て
実

態
把
握
の
た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。
平
成
２９
年
～
33

年
に
か
け
て
、
全
学
年
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。 

こ
う
し
た
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
増
の
制
度
改
正
に
も
関
わ
ら
ず
、

政
府
は
、
来
年
度
も
社
会
保
障
費
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
と
な
る
34
兆
円

余
の
国
債
を
新
た
に
発
行
し
、
来
年
度
末
の
国
債
の
発
行
残
高
は
８
６

５
兆
円
程
度
ま
で
増
え
る
見
通
し
で
す
。 

政
府
は
、
社
会
保
障
や
公
共
事
業
等
、
政
策
に
あ
て
る
経
費
を
借
金

に
頼
ら
ず
税
収
等
で
ど
れ
だ
け
ま
か
な
え
て
い
る
か
を
示
す
「
基
礎
的

財
政
収
支
」
を
財
政
健
全
化
の
指
標
と
し
て
い
て
、
政
府
は
２
０
２
０

年
度
に
国
と
地
方
を
合
わ
せ
て
黒
字
化
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
来
年
度
予
算
案
で
の
「
基
礎
的
財
政
収
支
」
は
、
歳
出
が

増
え
る
一
方
で
税
収
の
伸
び
が
鈍
化
す
る
た
め
10
兆
８
４
１
３
億
円

の
赤
字
と
な
り
、
一
段
の
収
支
の
改
善
を
迫
ら
れ
る
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
き
、
財
政
再
建
の
道
の
り
は
一
段
と
険
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
「酉
年
」で
す
。 

 

由
来
は
「
物
事
が
頂
点
ま
で
熟
し
た
状
態
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
学
問
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
趣
味
等
、
皆
様
が
取
り
組
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
何
ら
か
の
成
果
が
出
る
に
ふ
さ
わ
し
い
年

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

結
び
に
、
皆
様
の
更
な
る
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
心
か
ら

祈
念
致
し
ま
す
。
以 

上 

２ 

↑政調文科部会 

↓仏教議連 

← 

水俣病６０周年 

院内集会 

来
年
度
当
初
予
算
案
等
の
閣
議
決
定 

高
齢
者
医
療
費
の
負
担
増
！ 

来
年
度
の
当
初
予
算
案
や
今
年
度
の
第
３
次
補
正
予
算
案
等
を

審
議
す
る
第
193
回
通
常
国
会
は
今
月
20
日
召
集
で
調
整
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

先
般
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
来
年
度
の
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計

の
総
額
が
97
兆
４
５
４
７
億
円
と
５
年
連
続
し
て
過
去
最
大
の
額

と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
、
歳
出
で
は
、
予
算
全
体
の
３
分
の
１
を
占
め
最
大
の

歳
出
項
目
で
あ
る
社
会
保
障
費
が
こ
れ
ま
で
最
も
多
い
32
兆
４
７

３
５
億
円
に
膨
ら
み
ま
す
。 

政
府
は
、
社
会
保
障
費
の
抑
制
策
と
し
て
、
医
療
や
介
護
で
、
一

定
の
所
得
が
あ
る
高
齢
者
の
負
担
を
増
や
す
制
度
の
見
直
し
に
踏

み
切
り
ま
し
た
が
、
社
会
保
障
費
の
増
加
に
歯
止
め
は
か
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。 

毎
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
に
上
限
を
設
け
る
「
高
額
療
養
費
制

度
」
を
見
直
し
、
70
歳
以
上
の
人
の
う
ち
年
収
が
３
７
０
万
円
未

満
で
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
人
の
外
来
の
上
限
額
を
現
在
の
１
万

２
０
０
０
円
か
ら
今
年
８
月
に
１
万
４
０
０
０
円
、
来
年
８
月
以
降

は
１
万
８
０
０
０
円
と
２
段
階
で
引
き
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
年
収
が
３
７
０
万
円
以
上
あ
る
人
の
自
己
負
担
の
上
限
額

に
つ
い
て
も
、
現
役
世
代
と
同
じ
水
準
に
引
き
上
げ
ま
す
。 

更
に
、
75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

を
見
直
し
、
専
業
主
婦
等
の
保
険
料
を
軽
減
し
て
い
る
特
例
を
、
来

年
度
か
ら
段
階
的
に
縮
小
す
る
他
、
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
が
支
払

う
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
健
康
保
険
組
合
等
の
加
入
者
の
数
で

頭
割
り
す
る
今
の
仕
組
み
か
ら
、
収
入
に
応
じ
て
負
担
額
を
決
め
る

「
総
報
酬
割
」
に
段
階
的
に
切
り
替
え
、
大
企
業
の
会
社
員
や
公
務

員
の
保
険
料
を
高
く
し
ま
す
。 

給
付
型
奨
学
金
創
設
！ 

科
学
技
術
予
算
案
の
増
加
！ 

文
化
、
教
育
、
科
学
技
術
関
連
予
算
は
13
億
円
減
少
し
た
も
の
の

５
兆
３
５
６
７
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
う
ち
、
経
済
的
な
理
由
で
大
学
な
ど
へ
の
進
学
を
断
念
す
る
学

生
を
減
ら
そ
う
と
、
返
済
の
い
ら
な
い
「
給
付
型
奨
学
金
」
を
創
設
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
70
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
実

施
は
再
来
年
度
か
ら
で
す
が
、
来
年
度
は
私
立
大
学
に
通
う
下
宿
生

等
、
特
に
経
済
的
に
厳
し
い
学
生
を
対
象
に
最
大
で
月
額
４
万
円
が
給

付
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
科
学
技
術
関
連
は
、
経
済
成
長
に
つ
な
が
る
研
究
開
発
を
支

援
す
る
た
め
１
１
６
億
円
増
え
１
兆
３
０
４
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。 

一
方
、
地
方
自
治
体
に
配
分
す
る
「
地
方
交
付
税
」
は
、
今
年
度
当

初
よ
り
も
２
８
６
０
億
円
多
い
15
兆
５
６
７
１
億
円
と
な
り
ま
し

た
。 

TOPICS 
トピックス 


